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最後に調査•設計の品質確保ですが， 地質調査業は， 建
設生産•管理の中でも最上流部に位置しています。見え
ない地下を取り扱う特殊性をどのように評価し設計•施工
に反映させるか， また， 地質のリスクに対して何が提案で
きるかを， 発注者との三者会議•四者会議などを通じて提
案し， より高い品質の確保に向けて努力していきます。

今回の「土と岩」68号では， 「若手技術者の挑戦」を特
集テーマにしました。若手技術者には， これからの意気
込み， ベテラン技術者からは若手に伝えたいことを執筆
していただきました。今， まさに担い手不足， 若手不足に
直面している業界ですが， 面白く， 楽しく， 夢がある働き
場所にしていきたいと思います。是非， 少しでも多くの方
に拝読いただけることを望みます。

結びに， 中部地質調査業協会は， 「任意団体」から「一
般社団法人」へ移行して3年経過し， 今年は発足60周年
を迎えることとなります。１0月１3日には， 記念講演会•
祝賀会を開催する予定で特別委員会を設けて準備を進
めています。

正会員数５９社， 賛助会員１0社， 愛知•岐阜•三重•静
岡の４県支部協会で活動しています。今後も技術の研鑽
を継続し， 種々の課題を克服して業務の品質を高めると
ともに， 新しい技術を習得し， 地盤の専門家として， 安心•
安全に暮らせる国土形成のために， 重要な役割を担って
いきます。

今後ともより一層のご支援ご指導を賜りますようお願
い申し上げます。

元号が平成から令和に代わり， 日本中が祝福ムードに
包まれ， 国民全体に新しい時代が到来したことから， 変革
の機運が訪れているとも捉えられます。

しかし， 近年， 毎年のように地球温暖化による気候変
動で豪雨災害が起こっています。

20１９年に襲来した台風１９号（令和元年東日本台風）
では， 関東， 東北地方を中心に堤防が決壊するなど， 河川
が氾濫し大変大きな災害をもたらしました。

中部地域では， 豪雨災害の他にも， 南海トラフ巨大地
震の来襲で， 3メートル以上の津波が襲う確率が非常に
高く30年以内に26％以上と政府の地震調査委員会では
公表されています。

このような社会環境の中， 我々協会員一同は， 防災， 減
災， 国土強靭化に向けて， 「ONE TEAM」となって努力し
ていきます。

さて， 令和元年度， 「公共工事の品質確保の推進に関
する法律」が改正されました。大きくは， 「災害対応」， 「働
き方改革」， 「生産性の向上」， 加えて「調査•設計の品質
確保」の４項目で構成されています。

災害対応については， 当協会は中部地方整備局と災害
協定を締結し， また， 愛知， 岐阜， 三重， 静岡の各県支部
は各々の県と同様の協定を締結しており， 随時対応して
いきます。

働き方改革については， 上部団体に当たる一般社団法
人全国地質調査業連合会と連携を取りながら， 現場調査
の省力化， 自動化， そして最終的には無人化に取り組ん
でいかなければならないと思います。また同時に， 働きや
すい現場環境の改善にも努めていきます。

生産性の向上については， i-ConstructionやBIM/
CIMといった建設生産性システムの変革に追随し， 貢献
していきます。
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